
様式１

【区庁舎・区民利用施設管理費】

3-2-1 1
区庁舎
駐車場・車両

3-2-1 2 公会堂

3-2-1 3 地区センター他委託館

事　業　評　価　書　目　次　（令和２年度）

款項目 評価書番号 事　　業　　名

[　　 栄 区]

1



（様式２－２）

3 款 2 項 1 目 個性ある区づくり推進費 3 － 2 － 1

■ ■ ■

□

□ 法令に基づく義務的経費 ■ 内部事務経費のみ

□ 有 □ 無

上記の指標で定量的な設定が
困難な理由

事
業
実
績

達成指標

事
業
概
要

▲ 1千円 ▲ 725千円

課長 係長 予算調整係

概算人件費 8,775千円 8,791千円 8,785千円 8,785千円

総 事 業 費 66,711千円 65,274千円 65,273千円 64,548千円

増▲減 ― ▲ 1,437千円

再任用職員

本資料は、公正・適正に作成しました。 伊藤　ゆかり 天住　仁 荒井　風人

事
業
評
価
の
視
点
に
よ
る
点
検
・
検
証
・
評
価

本市が行う
必要性

事業目的に
対する
有効性

本事業の
効率性・
類似性

安全面・環境面・防災面等からの有効性を常に考慮していきます。

市民等外部
意見を聴取

する仕組みと
反映状況

自己評価や
外部意見を
踏まえた

事業見直し
の方向性

最近では消防設備・空調設備・給排水設備等での不具合の頻発など庁舎の老朽化・設備機器類の経年劣化が進行しており、各種設
備の保守・改修に係る経費も増大しています。また、現体制での危機察知・管理に限界があることも課題であり、市民局・建築局等との
連携を一層強めていく必要があります。

差▲引 2,050千円 3,045千円 2,061千円 3,262千円

1.0人

0.0人 0.0人

執行率（％） 97% 95% 96% 94%

人
件
費

一般職職員 1.0人 1.0人 1.0人

0.0人 0.0人

予算額・
執行額、
事業費の

推移

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

現計予算額 59,986千円 59,528千円 58,549千円 59,025千円

支出済額 57,936千円 56,483千円 56,488千円 55,763千円

繰越額 0千円 0千円 0千円 0千円

指標名（単位） 平成28年度実績 平成29年度実績 平成30年度実績 令和元年度実績

目標

実績

目標

実績

事業の目的
(事業開始の

経緯）

栄区庁舎本館は、昭和49年に西本郷小本郷台方面校として竣工したものを、昭和61年に改築し利用しています。また、平成6年には
新館を増築し、現在に至っています。

・安全面・環境面・防災面等に配慮した区庁舎・駐車場・公用車の管理運営
・庁舎・設備の老朽化及び長寿命化をふまえたうえでの保守・改修等予防保全の推進

令　和　２　年　度　事　業　評　価　書　

令和元年度
事業名

所管区局・課 栄区総務課
令和２年度
事業評価書

番号区庁舎　駐車場・車両

実施根拠
法律 条例 規則 具体的

名称
消防法、建築基準法、横浜市駐車場条例、区役所派出所設
置規定等

具体的な
事業内容

本事業は右記に該当するため、以降の記載を一部省略します。

1

法令等

その他

2



（様式２－２）

3 款 2 項 1 目 個性ある区づくり推進費 3 － 2 － 1

□ ■ □

□

□ 法令に基づく義務的経費 ■ 内部事務経費のみ

□ 有 □ 無

上記の指標で定量的な設定が
困難な理由

事
業
実
績

達成指標

事
業
概
要

▲ 1,283千円 104千円

課長 係長 生涯学習支援係

概算人件費 2,633千円 2,637千円 2,636千円 2,636千円

総 事 業 費 53,767千円 53,425千円 52,143千円 52,247千円

増▲減 ― ▲ 341千円

再任用職員

本資料は、公正・適正に作成しました。 地域振興課長　根本　道夫 区民施設担当係長　細谷　晃道 福島　英明

事
業
評
価
の
視
点
に
よ
る
点
検
・
検
証
・
評
価

本市が行う
必要性

事業目的に
対する
有効性

本事業の
効率性・
類似性

指定管理者制度を導入し、民間団体のノウハウを活用しています。

市民等外部
意見を聴取

する仕組みと
反映状況

自己評価や
外部意見を
踏まえた

事業見直し
の方向性

施設の経年劣化によるメンテナンス費用の増加が見込まれますが、区民に安心して利用される施設運営を続けていくことが必要で
す。

差▲引 269千円 346千円 346千円 △ 454千円

0.3人

0.0人 0.0人

執行率（％） 99% 99% 99% 101%

人
件
費

一般職職員 0.3人 0.3人 0.3人

0.0人 0.0人

予算額・
執行額、
事業費の

推移

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

現計予算額 51,403千円 51,134千円 49,853千円 49,157千円

支出済額 51,134千円 50,788千円 49,507千円 49,611千円

繰越額 0千円 0千円 0千円 0千円

指標名（単位） 平成28年度実績 平成29年度実績 平成30年度実績 令和元年度実績

目標

実績

目標

実績

事業の目的
(事業開始の

経緯）
区民の集会、その他各種行事を開催するための施設です。

区民が安心して利用できる施設環境を確保するとともに、多くの区民の方に利用していただけるよう、魅力ある自主事業や区の事業と
の連携を行います。

令　和　２　年　度　事　業　評　価　書　

令和元年度
事業名

所管区局・課 栄区地域振興課
令和２年度
事業評価書

番号公会堂

実施根拠
法律 条例 規則 具体的

名称
横浜市公会堂条例

具体的な
事業内容

本事業は右記に該当するため、以降の記載を一部省略します。

2

法令等

その他

3



（様式２－２）

3 款 2 項 1 目 個性ある区づくり推進費 3 － 2 － 1

□ ■ □

□

□ 法令に基づく義務的経費 ■ 内部事務経費のみ

□ 有 □ 無

上記の指標で定量的な設定が
困難な理由

事
業
実
績

達成指標

事
業
概
要

▲ 930千円 3,589千円

課長 係長 生涯学習支援係

概算人件費 2,633千円 2,637千円 2,636千円 2,636千円

総 事 業 費 360,732千円 360,791千円 359,861千円 363,450千円

増▲減 ― 59千円

再任用職員

本資料は、公正・適正に作成しました。 地域振興課長　根本　道夫 区民施設担当係長　細谷　晃道 筒井　智美

事
業
評
価
の
視
点
に
よ
る
点
検
・
検
証
・
評
価

本市が行う
必要性

事業目的に
対する
有効性

本事業の
効率性・
類似性

指定管理者制度や外部委託を導入し、民間団体のノウハウを活用しています。

市民等外部
意見を聴取

する仕組みと
反映状況

自己評価や
外部意見を
踏まえた

事業見直し
の方向性

施設の経年劣化によるメンテナンス費用の増加が見込まれますが、区民に安心して利用される施設運営を続けていくことが必要で
す。

差▲引 1,269千円 238千円 929千円 △ 3,265千円

0.3人

0.0人 0.0人

執行率（％） 100% 100% 100% 101%

人
件
費

一般職職員 0.3人 0.3人 0.3人

0.0人 0.0人

予算額・
執行額、
事業費の

推移

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

現計予算額 359,368千円 358,391千円 358,154千円 357,549千円

支出済額 358,099千円 358,153千円 357,225千円 360,814千円

繰越額 0千円 0千円 0千円 0千円

指標名（単位） 平成28年度実績 平成29年度実績 平成30年度実績 令和元年度実績

目標

実績

目標

実績

事業の目的
(事業開始の

経緯）

区民が、自主的な各種活動や、施設が広く区民を対象として開催する各種自主企画事業を通じて、相互の交流を深めることを目的
に、区民利用施設が設置されています。

地区センター３館、コミュニティハウス４館、こどもログハウス、区民文化センター、老人福祉センター、合築施設として栄公会堂・栄ス
ポーツセンターの管理・運営を行っています。多くの区民の方に利用していただけるよう、魅力ある自主事業や区の事業と連携を行っ
ています。

令　和　２　年　度　事　業　評　価　書　

令和元年度
事業名

所管区局・課 地域振興課
令和２年度
事業評価書

番号地区センター他委託館

実施根拠
法律 条例 規則 具体的

名称
横浜市地区センター条例　他

具体的な
事業内容

本事業は右記に該当するため、以降の記載を一部省略します。

3

法令等

その他

4


	3-2-1 目次（一般管理費）
	１　区庁舎　駐車場・車両
	2　公会堂
	3　地区センター他委託館）



